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トイレのスリッパのお話

竜退治の騎士になる

スリッパを揃えるとヒーロー、とりわけ「竜退治の騎士」になれるそうです。

「竜退治の騎士になる方法Jと いうお話のなかにそうあります。 (児童文学作家 岡田淳 )
この物語の主人公は二人の小学6年生、男の子の康男くんと女の子の優樹ちゃん。

ある日、忘れ物を取りに二人で、もう校門が閉まつた後の学校へ忍び込む。そしたらそこに一人の男が

教室にいる。中世の騎士みたいな格好をしている。 「あんた誰や ?」 と聞くとその騎士が関西弁で答え

る「竜退治の騎士や」。康男君と優樹ちゃんもなかなか信じられなくて劇団員か何かだと思つている。

その騎士の名はジェラル ド。二人が会話をしていたら、実際に竜が攻めてきて竜退治が始まった。最

初、優樹ちゃんには竜が見えるのだけれども康男君には見えない。でもその戦いに巻き込まれていく中

で康男君にも見え、最後は二人で竜をやつつける。

ここで紹介したいのは、ジェラル ドがどうやつて竜退治の騎士になったかを優樹ちゃんが聞く場面で

す。

ジェラル ドは答えます。きつかけは小 5の時にたまたま行つた林間学校先の森で女の竜退治に出会った

ことだと。「竜退治の騎士、めちゃめちゃかつこええやないか」と、俺も竜退治の騎士になりたいと思

つた。康男君は「なりたいと思ても竜退治の騎士になんか普通はなられへん。どうやつて竜退治の騎士

になれたん ?」 ジェラル ドは答えた。「するとその女の竜退治はこう言つた。『 あなたは林間学校に来

ているのでしょう。では今 日からできることから教えましょ』一言も間き漏 らすまいと俺は緊張し

た。」

「林間学校の トイレには、 トイレ用のスリッパがあるでしょう。竜退治の騎士になりたければ、あなた

が用をすませて トイレから出るとき、あなたのスリッパはもちろん、全てのスリッパを次に使 う人が使

いやすい向きにきちんとそろえるのです。」俺はポカンと口を開けた。そらそうやろ。竜退治の騎士に

なりたい言 うてんのに、 トイレのスリッパ並べなさいはないで。「トイレのスリッパそろえたら、竜退

治の騎士になれるんですか。」「本気で トイレのスリッパがそろえることができれば、そのことから自

分の次の課題を見つけることができるでしよう。」とこうや。「次の課題がみつからなんだら、どうす

るんですか。」「竜退治の騎士にはなれません。」

さて次に「そしたら?」 と優樹ちゃんが聞く。するとジェラル ド。 「本気でやつたら次の課題が見つか

る、ゆうのんが、みょうに心に残つたんや。どういうことや。本気で トイレのスリッパをそろえるつち

ゅうのは。君らやつたらどうしたらえええと思う?」

本気で トイレのスリッパをそろえる。あなたならどうします ?そ こでジェラル ドはとりあえずやつてみ

た。そうしたら、それは彼が思つていたより難しい仕事だつた。スリッパをそろえるのはなんでもな

い。気になつたのは人の目だと。まぁ、このジェラル ドはその頃、大概いい加減なヤツだつたらしい。

そんな彼がスリッパを並べ始めるとどうなつたか。不思議な事に誰もそれをたずねなんだ。
「ほお、と


